
綾瀬市教育委員会の基本方針

学校教育目標

学校経営方針
(グランドデザイン)

今年度の重点目標

取組分野 評価の観点 学校の自己評価と改善策

１ 学習指導

 学校は、｢よく考えやりぬ
く子｣「進んで行動できる
子｣を育てるために、工夫
や改善に取り組んでいる。

　今年度もコロナ禍の影響で活動内容を制限せざるを得ないものもありましたが、その中
でも児童同士の話し合いや学び合いの時間を大切にしながら学習を進めてきました。それ
により、ほとんどの児童が、自分の考えに自信をもてるようになったり、考え方の幅を広
げられたりすることができ、授業内の振り返りなどからも達成感や充実感を味わえている
ことがうかがえます。しかし、昨年度と比較すると、児童の取り組んでいる学習量を保護
者が認める割合は増加したものの、児童自身のとらえは減少しています。さらに、児童の
学びに対する達成感や充実感を高められるよう、自力解決や「話し合い」「学び合い」の
時間をしっかりと確保し、苦手な学習や家庭学習にも意欲的かつ自主的に学習に取り組ん
でいけるような児童を育てていきたいと思います。

２ 教育課程
 児童は、「学校行事や児
童会活動など、特別活動」
に積極的に参加している。

　児童は、学習面だけではなく、遠足、運動会、なかよしタイム(異学年交流活動)などの
特別活動にも意欲的に取り組んでいます。また、そのような児童の姿を保護者も認めてい
ることがうかがえます。学校は、このような児童の姿が継続または向上していけるように
と考えています。そのために、児童の実態をしっかりと把握し、教育効果が上がるような
特別活動の内容や教育課程等の見直しを行っていきます。

３ 児童･生徒指導
 学校は、「広い心で思い
やりのある子」を育てる指
導を積極的に行っている。

　ほとんどの児童が思いやりの心を持って生活できていると回答しています。これからも
引き続き、学校生活のいろいろな場面を通して思いやりのある広い心を育てていき、全教
育活動の中で行う道徳教育を充実させていきます。「特別の教科　道徳」では、道徳的な
課題を児童一人ひとりが自分自身の問題として捉え、向き合う「考え、議論する道徳」の
授業を目指して、研究していきたいと思います。

４ 児童･生徒指導
 児童は、友だちや先生と
の学校生活に満足してい
る。

　今年度も、ほとんどの児童が学校生活に満足しているという結果となり喜ばしく思う一
方、少人数とはいえ｢あまり思わない｣｢そう思わない｣という児童が存在しているというこ
とをしっかりと受け止めなければなりません。全ての児童が学ぶ楽しさや学校生活の楽し
さを実感できるように、これまで以上に努めてまいります。

５ 児童･生徒指導
 学校は、いじめの早期発
見・再発防止のための取り
組みを行っている。

　いじめの早期発見、再発防止については、保護者と教職員の数値に開きがあることは残
念に思います。しかし「わからない」と答えた保護者が昨年度より減少し、「そう思う」
「ややそう思う」が10ポイント増加しました。今年度の学校の取組みに対する保護者の理
解が増加したことに安心せずに、保護者に向けて学校だよりや学年だよりなどを通じて、
いじめ問題に真剣に向き合っていることをさらに積極的に発信して信頼を得ることができ
るよう努めていきます。また、代表委員会など、児童側からも「決していじめをしない。
ゆるさない。」という気持ちを発信していったり、異学年交流活動で思いやりの心情を育
んでいったりできるように、教職員が思いや意図をもって児童と関わっていくよう努めて
いきます。

６ 保健管理
 学校は、「明るく健康な
子」を育てる指導を積極的
に取り組んでいる。

　本校では、季節を問わず、多くの児童が業間休みや昼休みに外で元気に遊んでいます。
外で遊ぶことは児童の体力づくりにつながります。学校はこれからも、体育科の授業の充
実を図るとともに、児童が楽しみながら体力の向上を図れるような取り組みを工夫し、け
がや病気を防ぎ、心身ともに明るく健康に過ごせるように努めていきます。

７ 安全管理
   教育環境整備

 学校は、児童の安全のた
めの指導や施設の点検・整
備に取り組んでいる。

　児童の安全に対する職員の意識は高いものがあります。学校が児童にとって安全な場所
であることを保証し、児童に安心感を持たせるために、この職員の高い意識を維持してい
くことが大切だと考えます。そのために、施設の安全点検や下校時交通指導などの取組が
充実したものになるよう努めてまいります。また、子ども達が安心して地域で過ごすこと
ができるように、より一層保護者や地域の方とも協力し、通学路や地域の安全対策に取り
組んでいけるよう、努めてまいります。
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８ 支援教育
 学校は、児童に応じた支
援の工夫をしている。

　本校では、全職員が児童一人ひとりに目を向け、寄り添うことによって児童の状態を把
握し、教育相談コーディネーター、心理相談員、医療機関などとも連携しながら、必要に
応じた支援を行っています。また、学習支援者による一人ひとりの児童に対応した学習支
援での学力向上にも努めています。さらに、児童理解を進めるための職員研修を行った
り、学習支援の体制を学期ごとに見直したりするなど、よりよい支援・指導となるように
工夫しています。

９ 組織運営
 校長を中心とした運営組
織になっている。

　結果から、職員が一丸となり学校運営に取り組む意識を持っていることがうかがえま
す。しかし、学校教育目標を具現化するためには、さらに全職員がそれぞれの立場を自覚
し、学校運営に参画することが必要です。今後も、どのような状況下であったとしてもす
べての児童のよりよい成長を願うことを第一とした企画や運営を心がけ、その振り返りを
適切に行い、より質の高い学校運営へと改善していけるように努めてまいります。

10 教職員の研修
 学校は、教職員の力量を
高めるための取り組みに力
を入れている。

　校内研究においては、同テーマでの研究が７年目を迎え、研究体制は充実しているもの
の、一人ひとりの授業改善へのさらなる意欲向上の必要性を感じています。また、研修・
研鑽の必要性を認め、意欲はあるものの、会議や事務処理に時間を取られ、十分にできて
いないものと思われます。今後は、引き続き校内研究の充実に取り組むとともに、事務処
理の効率化を図り、少ない時間を有効に活用できる手立てを工夫しながら、教職員の資
質・力量の向上につなげていきたいと思います。

11 教育目標
   学校評価

 学校は、児童の実態を把
握し、よりよい児童の成長
のための工夫をしている。

　保護者の学校に対する見方と、教職員の意識には隔たりがあることが見受けられます。
さらに、保護者に学校の教育理念や取り組みがしっかりと伝えられていないこともうかが
えます。学校はこの結果を謙虚に受け止める必要があります。この結果が、学校と家庭と
の捉え方の違いによるものなのか、保護者への発信の仕方に問題があるのかなど、これま
での取組をしっかりと振り返り、全職員でよりよい児童の成長につながるように努めてま
いります。

12 情報提供
   保護者・地域
   住民との連携

 学校は、保護者などに適
切な情報を提供し、連携を
図る取り組みを行ってい
る。

　学校から発信した情報は、およそ８割の保護者に届き、理解されているようです。しか
しながら、１割ほどの保護者には、理解が図れていないということがうかがえます。学校
は保護者に、教育方針や学校運営の方向性、教師の思いや願い等をできるだけ多く発信す
る機会を設け、それらをさらにわかりやすく伝えられるような工夫を行うことで、保護
者、地域の理解や意見を得ながら、よりよい教育活動を目指していきます。

【学校運営協議会委員からの意見及び改善策】
・担任の指導による学級の雰囲気は異なるものの、どの学級も落ち着いて学校生活を送ることができていてよい。引き続き、一人ひとりの児童を
大切にした指導を継続してほしい。
・児童が、ICT機器を活用した調べ学習を行う機会が増えていると思うが、辞書や本などを活用することも大切にしてほしい。
・広い心で思いやりのある子を育てるためには、6年間の積み上げが大切となるので、学校内だけではなく様々な世代の地域人材と触れ合える機会
が増えるとよい。教育課程の見直しや学校運営協議会を行う中で、地域と家庭、学校がつながるための新しい視点を考え、今後の活動を検討でき
るとよい。
・登下校時や放課後において、交通量の多い場所や人通りの少ない道は危険に感じる。あやせ110番の家を児童と保護者が一緒に確認したり、見守
りの数を増やしたりしながら安全面の配慮や指導の確認を共に行っていきたい。


